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一

序

論

カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
離
婚
後
の
扶
養
料
の
問
題
を
考
え
る
に
当
り
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、
連
邦
と
州
が
そ
れ

ぞ
れ
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
連
邦
は
一
九
六
八
年
七
月
二
日
よ
り
施
行
さ
れ

た
「
離
婚
に
関
す
る
法
律
」(

A
n

A
ct

re
sp

e
ctin

g
d

iv
o

rce

）
の
第
十
一
条
を
「
付
随
的
救
済
を
与
え
る
命
令
」
と
題
し
、
第
一
項

で
、「
離
婚
仮
判
決
を
与
え
る
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
行
為
、
各
自
の
条
件
・
資
力
お
よ
び
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
そ
れ

が
適
当
か
つ
公
正
と
考
え
る
と
き
、
次
の
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、

裁
判
所
が
合
理
的
と
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
一
時
金
も
し
く
は
定
期
金
を
保
証
し
、
ま
た
は
そ
の
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
た

(

１)

。
そ
の
後
、
一
九
八
六
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
新
ら
し
い
離
婚
法
も
右
の
趣
旨
を
そ
の
ま
ま
う
け
継
い
で
、

第
十
五
条
に
同
様
の
趣
旨
の
規
定
を
お
い
て
い
る

(

２)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
法
律
は
離
婚
後
の
扶
養
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
扱
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
は
、
一
九
七
八
年
の
「
家
族
関
係
法
」

(
T

h
e

D
o

m
e

stic
R

e
latio

n
s

A
ct

）
の
第
六
十
一
条
一
項
に
お
い
て
、「
扶
養
の
た
め
の
命
令
」
と
題
し
、「
離
婚
法
（
カ
ナ
ダ
）
に

従
い
、
裁
判
所
は
、
申
立
に
よ
り
、
ま
た
は
裁
判
所
が
裁
判
別
居
、
婚
姻
解
消
も
し
く
は
婚
姻
の
無
効
を
宣
言
も
し
く
は
拒
否
す
る

命
令
を
す
る
と
き
、
裁
判
所
が
合
理
的
と
判
断
す
る
金
額
を
裁
判
所
ま
た
は
命
令
で
指
定
さ
れ
た
人
に
支
払
う
よ
う
命
令
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
旨
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
同
州
に
お
い
て
、
離
婚
後
の
扶
養
の
問
題
に
つ
い
て
、
自
州
の
法
律
で
は
な
く
、
連
邦
の

離
婚
法
が
適
用
さ
れ
る
旨
を
明
言
す
る
も
の
と
い
え
よ
う

(

３)

。
こ
れ
と
対
象
的
に
、
東
隣
り
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
に
お
い
て
は
、
一
九
七

〇
年
の
「
家
族
関
係
法
」(

T
h

e
D

o
m

e
stic

R
e

latio
n

s
A

ct

）
の
第
二
十
二
条
を
扶
養
料
の
「
離
婚
ま
た
は
婚
姻
無
効
後
の
支
払
い
」
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と
題
し
、
第
二
項
に
、「
離
婚
判
決
ま
た
は
婚
姻
無
効
を
宣
言
す
る
判
決
が
得
ら
れ
る
と
き
、
裁
判
所
は
一
方
当
事
者
に
対
し
、
も

し
あ
れ
ば
、
他
方
当
事
者
の
財
産
、
命
令
が
そ
の
人
の
不
利
に
な
さ
れ
る
当
事
者
の
支
払
能
力
お
よ
び
両
当
事
者
の
行
為
を
考
慮
し
、

裁
判
所
が
満
足
す
る
ま
で
、
他
方
当
事
者
の
生
涯
を
越
え
な
い
期
間
、
合
理
的
と
考
え
る
年
金
を
保
証
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で

き
る

(

４)

」
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
場
合
と
異
な
り
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
は
連
邦
の
離
婚
法

に
従
う
旨
の
文
言
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
を
強
調
す
れ
ば
、
自
州
の
法
律
の
み
を
適
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
も
理
解
で
き
る

が
、
実
際
問
題
と
し
て
、
連
邦
の
離
婚
法
と
州
の
法
律
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
間
に
矛
盾
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
は

離
婚
後
の
扶
養
の
問
題
に
つ
い
て
、
連
邦
の
離
婚
法
お
よ
び
自
州
の
法
律
の
い
ず
れ
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

で
は
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
州
で
は
一
九
六
八
年
に
連
邦
の
離
婚
法
が
制
定
さ
れ
た

の
ち
、
一
九
七
八
年
に
「
家
族
法
改
正
法
」(

T
h

e
F

am
ily

L
aw

R
e

fo
rm

A
ct

）
を
制
定
し
て
い
る

(

５)

。
同
法
の
第
十
八
条
に
よ
れ
ば
、

「
扶
養
の
た
め
の
命
令
」
と
題
し
、
第
一
項
に
、「
裁
判
所
は
、
申
立
に
も
と
づ
き
、
あ
る
人
に
彼
ま
た
は
彼
女
が
扶
養
し
て
い
る

人
に
対
し
、
扶
養
料
を
支
払
う
こ
と
、
そ
れ
に
関
し
て
金
額
を
決
定
す
る
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
定
め
、
第
五
項
で
は

金
額
を
決
定
す
る
た
め
の
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
た
。
離
婚
後
に
お
け
る
前
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
の
問
題
も
当
然
に
こ
れ
に
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
い
く
度
か
の
改
正
を
経
て
、
最
終
的
に
一
九
八
六
年
三
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
家
族
法
典
」(

T
h

e

F
am

ily
L

aw
A

ct

）
に
う
け
継
が
れ
た

(

６)

。
さ
き
に
み
た
「
家
族
法
改
正
法
」
の
規
定
を
う
け
継
い
で
、
第
三
十
三
条
は
「
扶
養
命
令
」

と
題
し
、
第
一
項
に
よ
れ
ば
、「
裁
判
所
は
、
申
立
に
よ
り
、
あ
る
人
に
彼
ま
た
は
彼
女
が
扶
養
し
て
い
る
人
の
た
め
、
扶
養
料
を

支
払
う
よ
う
命
じ
、
扶
養
料
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
定
め
た
。
筆
者
は
さ
き
に
、「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料

決
定
の
要
因
」
と
題
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
の
事
情
を
概
観
し
た

(

７)

。
そ
こ
に
は
一
九
八
八
年
よ
り
一
九
九
四
年
の
間
の
他
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
諸
州
と
並
ん
で
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
事
例
も
四
件
含
ま
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
限
る
こ
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と
と
す
る
。
し
か
も
、
家
族
法
改
正
法
が
効
力
を
有
し
て
い
た
時
機
、
つ
ま
り
一
九
七
八
年
よ
り
一
九
八
六
年
ま
で
の
間
に
、
離
婚

後
の
扶
養
料
に
関
し
て
裁
判
所
に
現
わ
れ
た
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
裁
判
所
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
情
に
も
と
づ
い
て
離
婚
後

の
扶
養
料
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

(

１)
村
井
「
カ
ナ
ダ
の
離
婚
法
」
神
戸
学
院
法
学
第
九
巻
二
・
三
号
一
八
六
頁
。

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
の
新
離
婚
法
」
神
戸
学
院
法
学
第
十
八
巻
一
・
二
号
二
三
四
頁
。

(

３)

村
井
「
家
族
関
係
法
一
九
七
八
年
―
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
十
一
巻
三
号
五
二
四
頁
。

(

４)

村
井
「
家
族
関
係
法
一
九
七
〇
年
―
一
九
九
三
年
―
ア
ル
バ
ー
タ
州
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
十
巻
一
号
三
六
一
頁
―
三
六
二
頁
。

A
lb

e
rta

F
am

ily
L

aw
S

tatu
te

s
1

9
9

3
.

p
.

1
1

0
:

C
o

n
so

lid
ate

d
A

lb
e

rta
F

am
ily

L
aw

S
tatu

te
s.

2
0

0
2
.

で
は
第
二
十
三
条
と
な
っ
て
い

る
。

(

５)
O

n
tario

A
n

n
o

tate
d

F
am

ily
L

aw
S

e
rv

ice
.

1
9

8
4
.

p
.

6
5

3

�7.

家
族
法
改
正
法
が
制
定
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
は
、
村
井
「
カ
ナ
ダ

家
族
法
の
諸
問
題
」
二
九
五
頁
―
二
九
七
頁
参
照
。

(

６)

村
井
「
家
族
法
典
一
九
八
六
年
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
十
八
巻
三
号
六
八
頁
。C

o
n

so
lid

ate
d

O
n

tario

F
am

ily
L

aw
S

tatu
te

s
an

d
R

e
g

u
latio

n
s.

2
0

0
2
.

p
.

8
2
.

(

７)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料
決
定
の
要
因
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
十
一
巻
一
号
十
九
頁
以
下
参
照
。
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二

判
例
に
み
る
諸
要
因

１

合
理
的
な
生
活
水
準
と
ニ
ー
ズ

夫
婦
は
婚
姻
中
、
各
自
の
資
産
・
収
入
等
を
考
慮
し
、
こ
れ
こ
そ
が
自
分
達
に
と
っ
て
合
理
的
と
思
わ
れ
る
生
活
水
準
（S

tan
d
-

ard
o

f
L

iv
in

g

）
を
設
定
し
、
そ
れ
維
持
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
離
婚
と
い
う
事
態
に
立
ち
到
っ
た
と
き
で
も
、
夫

婦
各
自
が
そ
れ
相
当
の
資
産
・
収
入
を
有
し
て
お
り
、
他
方
の
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
生
活
を
維
持
し
て
い
け
る
な
ら
ば
、

一
方
か
ら
他
方
に
対
す
る
扶
養
料
の
支
払
い
と
い
っ
た
問
題
は
生
じ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
婚
姻
中
か
ら
夫
婦
各
自
の
資

産
・
収
入
に
相
当
の
隔
差
が
あ
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
他
方
が
従
来
の
生
活
水
準
を
維
持
で
き
な
く
な

る
と
き
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
扶
養
料
の
支
払
い
が
当
然
に
問
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
判
断
の
基
準
と
な
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
夫
婦

の
営
ん
で
き
た
生
活
水
準
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
か
る
生
活
水
準
が
合
理
的
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
限
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
そ
の
よ

う
な
生
活
水
準
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
他
方
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
（n

e
e

d
s

）
に
応
じ
て
、
一
方
が
扶
養
料
を
支
払
う
こ
と
に
な

る
。①

N
ad

o
n

v.
N

ad
o

n

（
一
九
七
九
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
二
年
十
一
月
に
婚
姻
し
、
双
方
と
も
再
婚
で
あ
っ
た
。
妻
の
子
一
人
（
二
十
才)

、
内
科

医
師
で
あ
る
夫
と
彼
の
子
二
人
（
十
六
才
・
十
二
才
）
は
一
つ
の
家
族
と
し
て
共
に
生
活
し
て
い
た
。
だ
が
、
新
ら
し
い
家
族
の
絆

は
適
切
に
働
か
な
か
っ
た
。
夫
お
よ
び
彼
の
子
は
、
妻
の
態
度
・
行
動
に
対
し
、
良
き
親
で
は
な
い
と
不
平
を
い
っ
た
。
三
人
の
子

は
そ
の
後
に
親
と
別
居
し
、
夫
婦
は
一
九
七
七
年
の
年
末
ま
で
同
居
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
夫
も
去
っ
た
。
妻
は
家
族
法
改
正
法
第

離婚扶養料決定の要因・再考
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十
八
条
の
も
と
で
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
、
夫
は
、
妻
自
身
の
行
動
の
ゆ
え
に
扶
養
料
を
請
求
す
る
権
利
は
な
い
と
反
論
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
に
一
括
払
い
お
よ
び
定
期
払
い
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
妻
の
夫
お
よ
び
彼
の
子
に
対
す
る
行
為
が
婚
姻
関
係
を
ひ
ど
く
明
白
に
損
な
う
こ
と
を
立
証
す
べ
き
証
拠
は
余
り
に
も
少
い
。

妻
は
子
を
養
育
す
べ
く
努
め
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夫
の
子
に
対
し
て
母
と
な
る
こ
と
を
履
行
し
な
い
の
は
、
婚

姻
関
係
を
明
白
に
拒
否
す
る
結
果
と
な
ろ
う
が
、
本
件
で
か
か
る
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
夫
は
妻
に
今
後
の
彼
女
の

扶
養
料
と
し
て
、
一
カ
月
に
八
十
五
ド
ル
を
支
払
う
よ
う
命
じ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
別
居
の
と
き
か
ら
判
決
の
日
ま
で
の
間
、
扶

養
に
関
す
る
妻
お
よ
び
子
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
一
括
払
い
を
命
じ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
家
族
が
果
す
べ
き
社
会
的
な
機
能
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夫
婦
と
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
子
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
一
つ
の
家
族
は
、
社
会
の
中
で
一
つ
の
単
位
と
し
て
機
能
す
べ
き
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
夫
婦
各
自
が
自
分
の
職
業
に
、

家
事
・
育
児
に
最
善
の
努
力
を
払
う
な
ら
ば
、
社
会
的
な
役
割
を
十
分
に
果
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
き
、
当

面
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
で
は
夫
と
二
人
の
子
、
他
方
で
妻
と
一
人
の
子
と
い
う
二
つ
の
家
族
が
共
同
で
生
活
す
る
。

双
方
が
互
い
に
他
方
と
融
和
を
保
っ
て
協
力
・
和
合
し
て
日
常
生
活
を
営
む
努
力
を
す
る
限
り
、
一
つ
の
家
族
と
し
て
そ
の
絆
を
保

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
夫
に
よ
れ
ば
、
彼
の
子
に
対
す
る
妻
の
態
度
は
婚
姻
を
完
全
に
変
化
さ
せ
て
し
ま

う
し
、
子
に
よ
れ
ば
、
妻
は
何
事
に
つ
け
て
も
彼
等
と
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
彼
等
の
友
人
が
父
の
家
に
く
る
こ
と
を
歓
迎
せ
ず
、

彼
等
に
愛
情
を
示
し
た
り
、
関
心
を
払
う
こ
と
も
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
が
事
実
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
家
族
は
も
は

や
共
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
夫
の
側
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
裁
判
所
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
裁

判
所
が
一
九
七
七
年
十
二
月
の
別
居
か
ら
一
九
七
九
年
の
判
決
言
渡
ま
で
の
一
年
強
の
期
間
、
妻
お
よ
び
子
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
扶

養
料
の
支
払
い
を
命
じ
る
の
も
納
得
で
き
よ
う
。
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(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
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p
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2
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3
.

②

K
in

g
v
.

K
in

g

（
一
九
七
七
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
三
年
八
月
に
婚
姻
し
、
二
年
後
の
九
月
に
別
居
し
た
。
双
方
と
も
再
婚
で
あ
っ
た
。
別
居

後
、
夫
は
息
子
と
共
に
婚
姻
住
居
に
引
続
い
て
住
ん
で
い
る
。
夫
は
妻
に
定
期
的
に
扶
養
料
を
支
払
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
妻
は

身
体
的
な
虐
待
を
理
由
に
離
婚
、
週
に
一
二
五
ド
ル
の
扶
養
料
の
支
払
い
お
よ
び
夫
婦
財
産
の
分
配
を
請
求
し
た
。
夫
は
婚
姻
破
綻

を
理
由
に
反
訴
を
提
起
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
妻
の
財
産
請
求
を
認
容
し
、
扶
養
料
の
支
払
い
お
よ
び
夫
婦
財
産
の
不
均
等
な
分
配
を
命
じ
、
次
の
よ

う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妻
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
彼
女
の
証
言
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
妻
は
現
在
、
住
居

を
提
供
し
て
く
れ
る
他
男
と
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
夫
が
彼
女
の
生
活
の
維
持
に
協
力
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
期
待
で
き
な
か
っ

た
。
妻
は
有
利
な
雇
傭
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
一
括
払
い
が
与
え
ら
れ
る
と
い

う
。こ

こ
で
は
扶
養
料
に
つ
い
て
の
妻
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
彼
女
の
証
言
に
よ
れ

ば
、
婚
姻
前
お
よ
び
別
居
後
、
彼
女
は
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
と
し
て
働
き
、
平
均
し
て
週
に
一
二
五
ド
ル
の
収
入
が
あ
っ
た
。
彼
女
が
扶

養
料
と
し
て
請
求
す
る
金
額
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
も
と
づ
く
よ
う
で
あ
る
。
夫
に
よ
る
身
体
的
な
虐
待
を
理
由
と
す
る
離
婚
請
求

を
認
め
る
に
当
り
、
本
件
に
み
る
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
は
多
分
、
妻
の
請
求
を
基
礎
に
し
て
扶
養
料
を
決
定

し
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
別
の
事
情
が
加
わ
っ
て
い
る
。
妻
は
別
居
後
、
友
人
で
あ
る
他
の
男
性
の
提
供
す
る
住
居

で
生
活
し
て
お
り
、
七
〇
〇
ド
ル
の
貯
金
も
す
で
に
費
消
し
て
し
ま
っ
た
。
他
男
と
深
く
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
妻
に
対
し
、
夫
に

離婚扶養料決定の要因・再考
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扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
る
と
き
、
感
情
的
に
み
て
も
実
効
を
期
待
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
扶
養
料
の
一
括
払
い
に
向
け
た
裁

判
所
の
判
断
は
、
こ
の
点
か
ら
み
る
と
き
、
理
解
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
扶
養
料
の
一
括
払
い
が
妥
当
と
さ
れ
る
背
景
は
多
様
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
で
当
面
の
事
態
に
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
夫
婦
が
互
い
に
憎
み
合
っ
て
い
る

状
態
で
は
、
一
括
払
い
に
よ
っ
て
、
離
婚
後
の
扶
養
料
の
問
題
を
完
全
に
切
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
望
ま
し
い

(

２)

と
か
、
夫
が
こ
れ
ま

で
妻
の
た
め
の
扶
養
料
の
定
期
的
な
支
払
い
を
誠
実
に
履
行
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
妻
に
離
婚
後
の
扶
養
料
を
保
証
す
る
唯

一
の
方
法
と
し
て
は
一
括
払
い
し
か
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
妻
が
稼
働
能
力
を
充
分
に
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
二
・

〇
〇
〇
ド
ル
の
一
括
払
い
を
基
盤
と
し
て
自
立
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
9
.

p
.

2
9

4.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料
の
一
時
払
い
―
と
く
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
に
つ
い
て
―
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
六
巻
四
号
一

七
頁
。

③

L
in

d
se

y
v
.

L
in

d
se

y

（
一
九
八
〇
）
事
件

(
１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
妻
は
婚
姻
に
当
り
、
実
質
的
な
未
亡
人
年
金
―
凡
そ
一
カ
月
に
五
二
〇
ド
ル
を
喪
失
し
た
。
彼
女
は
生
活

の
た
め
の
担
保
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
夫
と
婚
姻
し
た
。
婚
姻
は
六
年
半
継
続
し
、
子
は
い
な
い
。
妻
は
六
十
才
で
二
五
・

〇
〇
〇
ド
ル
の
年
収
に
加
え
、
二
〇
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
資
産
を
有
し
て
い
る
。
他
方
、
夫
は
六
十
二
才
で
あ
り
、
年
収
は
二

〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
婚
姻
住
居
が
唯
一
の
資
産
（
五
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
）
で
あ
る
。
妻
は
彼
女
の
生
活
水
準
が
別
居
後
に
低
下
し
た

こ
と
、
婚
姻
に
よ
っ
て
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
た
こ
と
を
主
張
し
、
離
婚
後
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
妻
の
請
求
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
は
資
産
も
収
入
も
優
れ
た
地
位
に

神戸学院法学 第33巻第２号
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な
く
、
妻
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
妻
に
扶
養
料
を
支
払
う
こ
と
は
、
夫
婦
間
の

経
済
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
妻
の
損
失
は
彼
女
が
再
婚
を
決
意
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
再
婚
を
決

意
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
の
損
失
の
補
償
を
夫
に
請
求
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
は
妻
は
先
夫
の
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
後
、
未
亡
人
年
金
と
し
て
年
額
約
六
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
受
領
し
て
お
り
、
ま
た
彼

女
の
年
収
お
よ
び
資
産
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
が
も
し
再
婚
す
れ
ば
、
年
金
の
支
払
い
は
打
ち
切
ら

れ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
現
在
の
夫
と
再
婚
す
れ
ば
、
約
六
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
収
入
減

と
な
る
。
他
方
で
夫
の
年
収
は
妻
の
そ
れ
よ
り
少
い
し
、
資
産
も
妻
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
妻
は

再
婚
し
た
。
妻
は
夫
の
収
入
と
合
わ
せ
れ
ば
、
従
来
ど
お
り
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
現
実
に
も
そ

う
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
別
居
し
た
と
た
ん
に
事
情
が
変
わ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
生
活
水
準
の
低
下
を
理
由
に
夫
に
扶

養
料
の
支
払
い
を
請
求
す
る
。
夫
が
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
充
分
な
経
済
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
当
面
の
場

合
、
か
か
る
余
裕
は
存
在
し
な
い
。
妻
の
損
失
は
彼
女
が
再
婚
を
決
意
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
の
判
断
は
当
を
得
て
い
よ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
1

9
.

p
.

4
2

3
.

④

G
rim

e
v
.

G
rim

e

（
一
九
八
〇
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
当
事
者
双
方
は
夫
が
二
十
一
才
、
妻
が
十
九
才
の
と
き
に
知
り
合
っ
た
。
一
九
六
八
年
一
月
に
婚
姻
し
、

同
年
十
月
に
子
が
生
れ
た
。
夫
婦
は
一
九
七
二
年
に
住
居
を
購
入
し
、
一
九
七
四
年
に
第
二
子
が
生
れ
た
。
婚
姻
の
最
初
の
五
年
間

は
唯
一
の
平
和
な
期
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
妻
は
精
神
病
を
わ
ず
ら
い
、
一
九
七
三
年
三
月
よ
り
七
七
年
六
月
に
別
居
す
る
ま
で
、

七
回
入
院
し
た
。
同
年
六
月
の
入
院
後
、
夫
婦
は
再
び
同
居
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
妻
は
自
分
が
他
人
に
監
視
さ
れ
、
強
迫
を
う

離婚扶養料決定の要因・再考

9



(146)

け
て
い
る
と
妄
想
し
て
い
た
。
現
在
、
彼
女
は
他
男
と
ア
パ
ー
ト
で
生
活
し
て
い
る
。
夫
は
虐
待
を
理
由
に
離
婚
の
訴
を
提
起
し
、

妻
の
行
動
お
よ
び
健
康
状
態
は
夫
の
職
業
お
よ
び
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
旨
を
主
張
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
仮
判
決
に
よ
り
、
夫
に
扶
養
料
の
支
払
い
お
よ
び
財
産
（
婚
姻
住
居
お
よ
び
夫
名
義
の
銀
行
預
金
）
の

分
配
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
法
改
正
法
第
十
五
条
に
よ
り
、
夫
は
妻
の
ニ
ー
ズ
お
よ
び
資
産
に

応
じ
て
扶
養
料
を
支
払
う
明
確
な
義
務
が
あ
り
、
具
体
的
な
事
情
の
も
と
で
、
夫
は
妻
に
一
カ
月
に
二
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
べ
き
で

あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
一
番
の
問
題
は
妻
の
病
状
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
妻
は
婚
姻
後
約
五
年
を
経
た
の
ち
精
神
病
に
か
か
り
、
入
退
院
を
く
り
返

え
し
、
自
分
が
外
部
か
ら
監
視
さ
れ
、
強
迫
を
う
け
て
い
る
と
妄
想
し
て
い
た
と
い
う
。
妻
の
病
状
が
軽
く
、
日
常
生
活
に
そ
れ
ほ

ど
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、
夫
も
妻
の
病
状
に
応
じ
て
対
処
の
仕
方
を
考
え
る
余
地
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、

そ
の
程
度
が
進
行
し
、
夫
に
と
っ
て
婚
姻
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
自
体
が
不
可
能
と
な
れ
ば
、
離
婚
を
請
求
す
る
正
当
な
理
由
と
認

め
ら
れ
よ
う
。
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
妻
の
行
動
は
疑
う
べ
く
も
な
く
彼
女
の
病
気
に
起
因
し
て
お
り
、
夫
に
絶
え
ず
増
加
す
る
責
任

を
負
わ
せ
、
同
居
を
耐
え
が
た
く
し
た
と
認
定
し
て
い
る
。
精
神
病
訴
訟
の
典
型
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
離
婚
と
い
う
結
末
に
い
た
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
妻
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
限
り
、
離
婚
後
の
妻
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
扶
養
料
の
支
払
い
は
夫
の
責
任

と
い
え
よ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

6
5
.

⑤

W
e

lls
v
.

W
e

lls
an

d
C

o
rm

aclc

（
一
九
八
三
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
六
〇
年
に
婚
姻
し
、
一
九
八
一
年
に
別
居
し
た
。
当
初
、
一
九
六
一
年
に
夫
の
両
親
は
息
子
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夫
婦
の
た
め
に
住
居
を
購
入
し
、
夫
の
単
独
名
義
で
登
録
し
た
。
夫
は
妻
の
協
力
を
得
て
、
一
九
六
二
年
に
大
学
に
戻
り
、
妻
は
教

師
と
し
て
の
仕
事
を
続
け
た
。
夫
婦
は
妻
の
給
料
、
夫
の
貯
金
、
夫
の
両
親
か
ら
の
定
期
的
な
援
助
に
よ
り
、
生
活
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
九
六
四
年
に
子
が
生
ま
れ
、
妻
は
家
庭
に
留
ま
っ
て
家
事
お
よ
び
育
児
に
は
げ
ん
だ
。
夫
は
一
九
六
七
年
に
医
師
と

し
て
個
人
的
な
診
察
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
夫
婦
は
現
在
の
住
居
を
取
得
し
、
夫
婦
の
名
義
で
登
録
し
た
。
夫
は
婚
姻
の
直
前
ま
た

は
婚
姻
時
に
父
か
ら
九
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
株
券
を
贈
与
さ
れ
て
い
た
。
審
理
の
と
き
、
夫
の
年
収
は
九
四
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ

た
。
妻
は
家
族
法
改
正
法
の
も
と
で
扶
養
料
お
よ
び
夫
婦
財
産
の
分
配
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
妻
の
請
求
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妻
が
婚
姻
中
と
同
等
の
生
活
水
準
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
扶
養
料
の
支
払
い
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
夫
婦
双
方
に
は
、
彼
等
の

生
活
水
準
と
同
等
の
も
の
が
残
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
妻
は
子
お
よ
び
彼
女
自
身
の
扶
養
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
カ
月
に
一
・
六
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
一
九
六
一
年
の
婚
姻
当
初
よ
り
、
約
七
年
間
、
夫
は
大
学
で
医
師
と
な
る
べ
く
勉
学
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
間
の
生
活

費
と
し
て
は
、
妻
の
職
業
上
の
収
入
、
夫
の
貯
金
、
夫
の
両
親
か
ら
の
住
居
の
贈
与
を
は
じ
め
定
期
的
な
経
済
的
援
助
等
に
た
よ
っ

て
い
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
夫
に
は
ま
だ
独
立
し
た
生
活
能
力
が
な
く
、
す
べ
て
両
親
お
よ
び
妻
か
ら
の
支
援
に
た
よ
っ

て
い
た
。
一
九
六
七
年
に
医
師
と
し
て
独
立
し
て
は
じ
め
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
約
十
五
年
の

間
は
医
師
と
し
て
充
分
な
収
入
に
よ
り
、
夫
婦
と
も
に
そ
れ
相
応
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
夫
の
両
親

に
よ
る
援
助
が
い
ぜ
ん
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
妻
の
家
事
・
育
児
へ
の
専
念
が
夫
の

仕
事
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
る
の
に
不
可
欠
な
要
因
で
あ
っ
た
事
実
を
充
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
医

師
夫
婦
と
し
て
の
合
理
的
な
生
活
水
準
を
維
持
し
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
夫
と
し
て
は
、
離
婚
後
も
妻
に
感
謝
の
意
を
こ

離婚扶養料決定の要因・再考
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め
て
、
従
来
と
同
様
の
生
活
水
準
を
保
証
す
る
義
務
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
履
行
す
る
こ
と
が
充
分
に
可
能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
１)

R
.

F
.

L
.

2
d
.

v
o

l.
3

6
.

p
.

1
2

1
.

⑥

M
o

o
g

v
.

M
o

o
g

（
一
九
八
五
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
妻
が
家
族
法
改
正
法
の
も
と
で
夫
婦
財
産
の
分
配
お
よ
び
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
、
原
審
は
妻
に
財

産
お
よ
び
四
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
与
え
た
。
さ
ら
に
夫
は
妻
に
一
カ
月
一
三
・
五
〇
〇
ド
ル
の
扶
養
料
を
支
払
う
よ
う
命
じ
た
の
で
、

夫
が
控
訴
し
、
妻
も
反
訴
を
提
起
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
の
控
訴
を
容
認
し
、
妻
の
扶
養
料
請
求
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
審

は
夫
に
妻
に
対
す
る
財
産
の
分
配
に
加
え
、
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
。
扶
養
料
は
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
法
の
目
的
は
夫
婦
の
財
産
を
均
等
に
分
配
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
妻
は
彼
女
の
ニ
ー
ズ
お
よ

び
資
産
に
応
じ
て
扶
養
さ
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ニ
ー
ズ
は
夫
婦
の
財
産
を
分
配
し
た
あ
と
で
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
妻
は
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
の
に
必
要
な
額
の
少
な
く
と
も
二
倍
の
資
産
を
用
意
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
扶
養
料
の
支
払

い
を
う
け
る
べ
き
ニ
ー
ズ
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
は
離
婚
に
伴
う
夫
婦
財
産
の
分
配
と
離
婚
後
の
扶
養
料
の
支
払
い
は
、
全
く
別
個
の
問
題
と
し
て
処
理
・
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
家
族
法
改
正
法
の
第
四
条
・
一
項
に
よ
れ
ば
、「
離
婚
仮
判
決
が
言
渡
さ
れ
る
か
、
離
婚
が
無
効
で

あ
る
と
宣
言
さ
れ
る
と
き
、
ま
た
は
夫
婦
が
別
居
し
、
同
居
を
回
復
す
る
合
理
的
な
期
待
が
な
い
と
き
…
…
夫
婦
各
自
は
夫
婦
財
産

が
均
等
に
分
配
さ
れ
る
権
利
を
有
し
て
い
る

(

２)

」
と
定
め
る
。
つ
ま
り
、
離
婚
判
決
の
場
合
に
裁
判
所
は
原
則
と
し
て
夫
婦
財
産
を
均

等
に
分
配
す
る
も
の
と
し
な
が
ら
、
同
条
・
四
項
で
は
例
外
と
し
て
不
均
等
に
分
配
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

神戸学院法学 第33巻第２号
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裁
判
所
は
具
体
的
な
事
例
に
応
じ
て
、
夫
婦
財
産
を
均
等
ま
た
は
不
均
等
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
同
条
・
六
項
で
は
、

均
等
に
分
配
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
不
衡
平
で
あ
る
場
合
は
、
夫
婦
財
産
以
外
の
財
産
を
分
配
す
る
こ
と
も
認

め
て
い
る

(
３)

。
こ
の
よ
う
な
規
定
の
も
と
で
、
本
件
で
は
妻
に
夫
婦
財
産
を
均
等
に
分
配
す
る
と
は
別
個
に
、
多
分
夫
の
個
有
財
産
か

ら
四
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
妻
に
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
離
婚
後
の
夫
か
ら
妻
へ
の
扶
養
料
の
支
払
い
は
全
く
別
個
の
問

題
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
妻
の
ニ
ー
ズ
を
強
調
し
て
い
る
。

妻
は
右
の
よ
う
な
財
産
を
生
活
の
基
盤
と
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
れ
の
み
で
独
立
し
た
生
活
、
さ
き
の
事
例
で
み
た
よ
う
な

合
理
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
夫
に
対
し
て
彼
女
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
当
面
の
場
合
は
ち
が
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
。
妻
は
離
婚
後
の
生
活
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
に

必
要
な
資
産
を
充
分
に
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
妻
に
は
夫
か
ら
離
婚
後
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
う
け
る
ニ
ー
ズ
は
少
し

も
存
在
し
な
か
っ
た
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
4

4
.

p
.

3
0

1
.

(

２)

村
井
「
離
婚
に
よ
る
家
族
財
産
の
分
配
―
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
つ
い
て｣

、
神
戸
学
院
法
学
第
三
〇
巻
四
号
五
頁
―
六
頁
参

照
。

(

３)

村
井
・
前
掲
論
文
五
頁
参
照
。

２

扶
養
義
務
者
の
稼
働
能
力
・
資
産

離
婚
後
に
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
た
め
に
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
扶
養
料
の
支
払
い
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
そ
の

離婚扶養料決定の要因・再考
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た
め
の
相
当
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
継
続
的
に
収
入
を
得
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
途
中
で
扶
養
料
の
支
払
い
が
中
断
し
、
他
方
が
生
活
を
維
持
で
き
な
い
状
態
に
落
ち
入
る
恐
れ
が
あ
ろ
う
。

①

K
e

n
n

e
d

y
v
.

K
e

n
n

e
d

y
an

d
H

e
n

cz

（
一
九
八
二
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
婚
姻
後
十
七
年
を
経
て
、
夫
婦
は
一
九
八
二
年
に
別
居
し
た
。
夫
は
一
年
に
約
二
八
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
妻

は
一
カ
月
に
約
一
・
二
五
〇
ド
ル
を
得
て
い
た
。
妻
お
よ
び
一
人
の
子
は
夫
が
賃
借
し
た
住
居
で
生
活
し
て
い
た
。
夫
は
別
に
住
居

を
購
入
し
、
一
カ
月
に
約
一
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
妻
は
彼
女
自
身
お
よ
び
一
人
の
子
の
扶
養
料
を
請
求
し
、
夫

は
扶
養
料
を
支
払
う
た
め
の
金
銭
が
な
い
と
主
張
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
に
一
カ
月
一
・
五
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
が

自
分
の
住
居
に
一
カ
月
一
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
出
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
扶
養
料
に
関
す
る
妻
お
よ
び
子
の
請
求
は
、
住
居
の

購
入
に
よ
っ
て
負
っ
た
債
務
よ
り
も
高
度
に
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
夫
は
新
し
い
住
居
の
た
め
の
費
用
を
減
額
し
、
妻

子
に
一
カ
月
一
・
五
〇
〇
ド
ル
の
扶
養
料
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
婚
姻
中
の
夫
婦
各
自
の
収
入
を
比
較
す
れ
ば
、
夫
が
二
八
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
妻
は
一
カ
月
一
・
二
五
〇
ド
ル
で
年
収
は
一

五
・
〇
〇
〇
ド
ル
に
な
る
。
夫
の
収
入
の
方
が
妻
の
そ
れ
よ
り
約
一
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
多
い
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
夫

婦
は
こ
れ
ま
で
合
理
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
離
婚
後
も
夫
お
よ
び
妻
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
借

住
宅
で
生
活
を
継
続
す
る
限
り
、
夫
は
妻
子
の
た
め
の
扶
養
料
を
充
分
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
だ
が
、
夫
は
新

し
い
住
居
を
購
入
し
、
抵
当
債
務
の
た
め
に
一
カ
月
一
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
継
続
す
る
必
要
を
自
ら
生
み
出
し
た
。
住
宅
を

購
入
す
る
こ
と
な
く
、
従
来
ど
お
り
賃
借
住
宅
で
生
活
を
続
け
る
限
り
、
夫
は
そ
の
資
産
・
収
入
か
ら
み
て
、
裁
判
所
よ
り
命
じ
ら

神戸学院法学 第33巻第２号
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れ
た
妻
子
の
た
め
の
扶
養
料
一
・
五
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
は
可
能
と
判
断
さ
れ
る
。
夫
は
正
に
判
断
を
誤
っ
た
。
裁
判
所
も
い

う
よ
う
に
、
夫
は
住
居
の
購
入
を
取
り
止
め
、
そ
れ
に
当
て
る
た
め
の
費
用
を
妻
子
の
た
め
の
扶
養
料
に
当
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

3
.

p
.

3
8

0
.

②

H
arp

e
r

v
.

H
arp

e
r

（
一
九
八
三
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
妻
が
離
婚
の
訴
を
提
起
し
、
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。
夫
は
一
カ
月
九
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
よ
う

命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
夫
は
年
収
が
四
六
・
〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
三
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
に
低
下
し
た
こ
と
を
理
由
に
扶
養
料
を
三
五

〇
ド
ル
に
一
方
的
に
減
額
し
、
そ
の
後
、
支
払
い
を
中
止
し
た
た
め
、
妻
は
自
給
自
足
で
き
ず
、
福
祉
に
た
よ
る
必
要
が
生
じ
た
。

妻
は
永
続
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
に
一
年
間
は
一
カ
月
七
五
〇
ド
ル
を
支
払
い
、
そ
の
後
は
一
・
〇
〇
〇
ド
ル
に
増
額
す
べ
き
こ
と
を

命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
の
収
入
が
三
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
に
低
下
す
る
と
称
す
る
新
し
い
職
業
に
つ
く

目
的
が
誠
実
で
あ
る
か
ど
う
か
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
夫
は
年
収
を
三
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
に
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
夫
が
実
質
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
要
求
さ
れ
る
と
き
、
彼
が
収
入
を
増
額
さ
せ
よ
う
と
意
欲
を
わ
か
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
扶
養
料
の
額
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
、
妻
に
と
っ
て
大
き
な
異
変
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
夫
に
対
し
、
実
質
的

な
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
夫
が
妻
に
扶
養
料
を
支
払
う
た
め
の
財
源
と
も
い
う
べ
き
彼
の
資
産
・
収
入
の
減
少
が
問
題
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

扶
養
料
の
金
額
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
支
払
う
側
の
資
産
・
収
入
に
応
じ
て
そ
の
支
払
い
が
余
裕
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
一
定
額
の
収
入
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
扶
養
料
の
金
額
が
決
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、
支
払
う
側
の
事

離婚扶養料決定の要因・再考
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情
が
変
化
し
、
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
む
と
い
っ
た
事
実
も
起
り
か
ね
な
い
。
当
面
の
場
合
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
十
年

以
上
に
わ
た
っ
て
四
六
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
年
収
の
あ
る
と
き
、
夫
に
と
っ
て
一
カ
月
九
〇
〇
ド
ル
、
一
年
に
一
〇
・
八
〇
〇
ド
ル
の

妻
の
た
め
の
扶
養
料
を
支
払
う
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
年
収
が
三
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
と
一
度
に
一
三
・

〇
〇
〇
ド
ル
も
低
下
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
扶
養
料
の
支
払
い
は
困
難
と
な
ろ
う
。
一
般
的
な
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
る
こ
と
を
充
分
に
承
知
し
な
が
ら
、
自
分
の
年
収
を
低
下
さ
せ
れ
ば
妻
に
支
払
う
扶
養
料
の
額
も
当
然
に
低
額
に
な
る
と

考
え
、
あ
え
て
従
来
の
職
業
を
投
げ
う
つ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
い
。
だ
が
、
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
現
実
に
生

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
裁
判
所
と
し
て
は
、
妻
に
対
す
る
合
理
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
確
保
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
夫
に
対
し
て
彼
の
収
入
の
低
下
は
関
係
な
く
、
妻
に
実
質
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
る

の
が
適
切
な
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
実
質
的
な
扶
養
料
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
残
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

6
.

p
.

4
3

4
.

③

M
o

re
v
.

M
o

re

（
一
九
八
三
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
二
年
に
婚
姻
し
、
一
九
八
一
年
に
別
居
し
た
。
妻
は
オ
フ
ィ
ス
勤
務
で
年
収
一
三
・
〇
〇

〇
ド
ル
で
あ
り
、
当
時
、
大
学
に
在
学
中
の
夫
を
扶
養
し
た
。
審
理
の
と
き
、
妻
は
経
営
管
理
の
学
位
を
得
る
た
め
、
二
年
間
通
学

し
て
い
た
。
夫
婦
が
別
居
し
た
と
き
、
妻
は
夫
か
ら
均
等
な
財
産
の
分
配
を
う
け
る
ど
こ
ろ
か
、
少
額
の
も
の
し
か
受
け
と
ら
な
か

っ
た
。
夫
は
妻
が
仕
事
の
た
め
に
必
要
と
し
て
い
た
車
を
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
売
却
し
た
。
こ
の
当
時
、
夫
の
財
産
は
ほ
と
ん
ど
が

低
額
の
消
耗
品
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
、
夫
は
年
収
一
七
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
職
を
得
て
お
り
、
二
、
三
年
後
に
は
二
五
・
〇
〇
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〇
ド
ル
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
妻
は
夫
婦
財
産
の
分
配
と
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
婦
財
産
を
分
配
し
、
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
前

は
夫
の
財
産
は
低
価
値
か
ま
た
は
消
耗
品
で
あ
っ
た
が
、
別
居
の
時
期
で
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
基
礎
と
す
れ
ば
、

妻
は
夫
婦
財
産
の
分
配
に
お
け
る
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
。
夫
は
妻
が
大

学
に
在
学
中
は
彼
女
の
扶
養
料
を
支
払
う
よ
う
命
じ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
若
年
の
夫
婦
間
で
の
扶
養
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
婚
姻
当
時
、
夫
は
ま
だ
大
学
生
で
あ
り
、
学
費
を
含
め
て
生
活
費

は
す
べ
て
妻
が
負
担
す
る
約
束
を
し
て
お
り
、
こ
の
約
束
は
実
行
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
妻
は
年
収
が
一
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
り
、

二
人
の
生
活
費
と
し
て
は
充
分
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
必
要
は
満
た
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
、
妻
の
稼
働
能
力
に
支

持
さ
れ
て
夫
は
大
学
を
卒
業
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
夫
が
卒
業
後
は
職
を
得
て
、
婚
姻
関
係
は
順
調
で
あ
っ
た
が
、
突
如
と
し
て
夫

が
職
を
失
っ
た
。
も
と
も
と
、
所
有
財
産
と
い
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
職
を
失
っ
た
夫
は
、
妻
が
仕
事
に
使
用
す
る
車
さ
え

一
・
五
〇
〇
ド
ル
で
売
却
す
る
始
末
で
あ
る
。
だ
が
、
夫
は
再
び
職
を
得
る
機
会
が
き
た
。
本
件
の
審
理
当
時
、
年
収
は
一
七
・
〇

〇
〇
ド
ル
と
い
う
。
婚
姻
当
時
、
妻
の
年
収
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
勉
学
を
継
続
で
き
た
夫
に
と
っ
て
、
名
誉
を
回
復
し
、
妻
へ
の

恩
返
し
を
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妻
へ
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た
三
・
〇
〇
〇
ド
ル
は
夫
婦
財
産
の
分
配

に
お
け
る
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
夫
が
勝
手
に
妻
の
車
を
売
却
し
た
の
が
二
・
五
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ

た
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
賠
償
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
加
え
て
、
こ
の
た
び
は
妻
が
大
学
に
通
学
す
る
期
間
中
の

扶
養
料
の
支
払
い
も
、
稼
働
能
力
が
充
分
に
認
ら
れ
た
夫
が
、
過
去
に
お
け
る
妻
に
よ
る
寄
与
・
貢
献
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め

て
履
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

4
.

p
.

3
2

3
.
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３

扶
養
義
務
者
の
再
婚

夫
婦
が
離
婚
す
る
に
当
り
、
一
方
が
他
方
に
対
し
て
毎
月
い
く
ら
と
金
額
を
決
め
て
扶
養
料
の
支
払
い
を
約
束
し
た
と
す
る
。
こ

の
約
束
は
そ
の
と
き
に
双
方
が
お
か
れ
て
い
た
具
体
的
な
事
情
の
も
と
で
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
双
方
を
め
ぐ
る
事
情
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
約
束
ど
う
り
の
扶
養
料
の
支
払
い
が
継
続
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
ど

ち
ら
か
の
側
に
事
情
の
変
更
が
生
じ
た
結
果
、
扶
養
料
の
支
払
い
の
内
容
に
つ
い
て
変
更
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
例
が
生
じ

て
く
る
。
こ
こ
で
は
扶
養
義
務
者
の
側
の
再
婚
を
問
題
に
す
る
。

C
o
e

v
.

C
o
e

（
一
九
七
八
）
事
件

(
１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
妻
は
離
婚
仮
裁
判
に
よ
り
、
二
人
の
子
の
監
護
お
よ
び
彼
女
の
扶
養
料
と
し
て
毎
月
二
〇
〇
ド
ル
の
支
払

い
を
得
て
い
た
が
、
夫
の
再
婚
が
原
因
で
そ
の
後
の
支
払
い
が
遅
れ
た
。
審
理
時
の
夫
の
年
収
は
一
二
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
妻
は
七
・

九
六
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
夫
は
二
一
・
六
五
八
ド
ル
、
妻
は
一
〇
・
五
六
六
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。
夫
は
定
期
的
な
支

払
額
の
減
額
お
よ
び
未
払
分
の
遡
及
的
減
額
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
は
仮
判
決
に
よ
る
支
払
額
を
遡
及
的
に
変
更
す

る
管
轄
権
が
あ
る
。
か
か
る
管
轄
権
に
は
未
払
額
を
免
除
す
る
権
限
が
含
ま
れ
て
い
る
。
夫
が
当
初
に
命
じ
ら
れ
た
二
〇
〇
ド
ル
を

越
え
て
支
払
い
を
継
続
す
れ
ば
、
彼
の
新
し
い
家
族
の
保
証
に
と
っ
て
不
合
理
で
あ
り
、
危
険
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
の
た

め
の
扶
養
料
は
一
人
に
つ
き
毎
月
二
ド
ル
と
し
、
ま
た
夫
は
支
払
額
が
完
済
さ
れ
る
ま
で
妻
に
毎
月
二
〇
〇
ド
ル
を
支
払
い
、
完
済

さ
れ
た
時
点
で
子
の
扶
養
料
は
毎
月
二
〇
〇
ド
ル
に
増
額
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
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こ
こ
で
は
離
婚
後
に
妻
に
扶
養
料
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て
い
る
夫
の
再
婚
に
よ
り
、
困
難
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
一
九
七
二

年
に
別
居
し
た
当
時
と
比
較
し
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
情
が
そ
の
ま
ま
変
ら
な
け
れ
ば
、
問

題
は
生
じ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
問
題
は
妻
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
る
夫
が
再
婚
し
、
再
婚
相
手
の
女
性
に
は
二
人

の
子
が
あ
り
、
こ
れ
ら
三
人
の
扶
養
料
も
負
担
す
る
必
要
も
生
じ
た
点
に
あ
る
。
夫
に
充
分
な
資
力
が
あ
り
、
前
妻
・
後
妻
お
よ
び

彼
女
の
子
ま
で
す
べ
て
を
扶
養
で
き
る
情
況
に
あ
れ
ば
問
題
は
生
じ
な
い
。
当
面
の
場
合
、
夫
の
年
収
は
一
二
・
〇
〇
〇
ド
ル
か
ら

二
一
・
六
五
八
ド
ル
と
増
加
し
て
お
り
、
夫
は
よ
う
な
経
済
的
な
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
再
婚
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
再
婚
に
よ
る
新
し
い
家
族
ま
で
困
難
な
事
態
に
直
面
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
妻
の
収
入
を
み
れ
ば
、
現
在
で
は
一

〇
・
五
六
五
ド
ル
で
あ
り
、
当
初
、
七
・
九
六
〇
ド
ル
に
子
の
扶
養
料
と
し
て
一
年
に
二
・
四
〇
〇
ド
ル
を
得
て
い
た
の
で
、
合
計

額
で
は
ほ
と
ん
ど
変
り
は
な
い
。
つ
ま
り
、
金
額
的
に
み
て
妻
自
身
お
よ
び
子
の
た
め
の
扶
養
料
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
て

い
る
と
み
て
よ
い
。
裁
判
所
が
当
面
は
未
払
額
を
完
済
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
そ
の
間
の
子
の
扶
養
料
は
い
わ
ば
名
目
的
な
一
カ
月
各

人
に
二
ド
ル
と
し
た
の
も
納
得
で
き
る
解
決
方
法
と
い
え
よ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
zd

.
v

o
l.

1
.

p
.

1
7

3
.

４

扶
養
権
利
者
の
稼
働
能
力
・
資
産

離
婚
後
に
夫
婦
の
一
方
が
他
方
か
ら
、
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
扶
養
料
の
支
払
い
を
う
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
彼
自
身
の
た

め
の
相
当
な
資
産
と
い
う
べ
き
も
の
を
所
有
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
継
続
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
困
難
も
し
く
は
不
可
能
と
判

断
さ
れ
る
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
う
ら
は
ら
に
、
他
方
が
自
分
自
身
で
独
立
し
て
、
婚
姻
中
と
同
程
度
の
合
理
的
な
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生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
な
情
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
扶
養
料
を
請
求
す
る
必
要
は
も
と
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
扶
養
権
利
者
の
稼
働
能
力
・
資
産
が
問
題
に
な
る
。

①

B
lm

m
v
.

B
lm

m

（
一
九
八
〇
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
四
六
年
に
婚
姻
し
、
一
九
七
二
年
に
別
居
し
た
。
男
の
子
が
二
人
い
る
。
夫
は
一
九
五
〇
年

か
ら
六
九
年
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
で
仕
事
を
し
た
が
、
そ
の
後
、
家
族
と
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
た
。
夫
は
あ
る
会
社
の
株
主
と
な
っ
た
が
、

う
ま
く
い
か
ず
、
有
能
な
息
子
が
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。
夫
は
収
入
も
資
産
も
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
他
方
に
お
い
て
、
妻
は
収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
一
カ
月
に
一
・
一
〇
〇
ド
ル
を
必
要
と

し
た
。
彼
女
は
一
九
七
二
年
に
扶
養
料
の
支
払
い
を
提
訴
し
、
夫
が
週
に
一
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
が
、
支
払
わ
な

い
た
め
、
妻
が
離
婚
の
訴
を
提
起
し
た
。
審
理
時
に
夫
の
未
払
額
は
五
八
・
〇
〇
〇
ド
ル
に
達
し
て
い
た
。
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

手
続
で
夫
は
即
座
に
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
支
払
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
妻
は
家
族
法
改
正
法
の

も
と
で
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
が
週
に
一
ド
ル
を
扶
養
料
と
し
て
支
払
う
よ
う
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

妻
は
扶
養
料
の
支
払
い
を
う
け
る
ニ
ー
ズ
に
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
夫
が
定
期
的
な
支
払
い
命
令
を
う
け
る
の
を
可
能
に
す
る
な
ん
ら

か
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
証
拠
は
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
被
告
は
収
入
が
な
く
、
必
要
な
費
用
を
彼
の
息
子
が
支
払
っ
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
被
告
が
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
は
何
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
週
に
一
ド
ル
と
い
う
名
目
的
な
金
銭
の

支
払
い
を
命
じ
、
夫
が
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
収
入
額
に
関
す
る
証
拠
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
増
額
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
裁
判
所
が
名
目
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
認
め
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
名
目
的
損
害
賠
償
（N

o
m

in
al

d
am

-
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ag
e

s

）
の
考
え
に
類
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
も
と
も
と
、
名
目
的
損
害
賠
償
は
、
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

実
質
的
損
害
の
発
生
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
被
害
者
（
原
告
）
が
損
害
を
証
明
す
る
証
拠
を
提
出
で
き
な
い
場
合
に
被
告

に
課
せ
ら
れ
る
き
わ
め
て
小
額
の
損
害
賠
償
金

(

２)

を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
を
当
面
の
問
題
に
当
て
は
め
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
夫
自

身
に
は
資
産
も
収
入
も
な
く
、
息
子
に
た
よ
っ
て
は
じ
め
て
自
分
の
生
活
を
維
持
で
き
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
で
妻
も
収
入
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
夫
に
よ
る
扶
養
料
の
支
払
い
が
な
け
れ
ば
、
離
婚
後
の
合
理
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
夫

が
妻
の
扶
養
料
請
求
権
と
い
う
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
妻
の
た
び
重
な
る
請
求
に
も
全
く
応
じ
て
い
な
い
こ

と
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
夫
に
と
っ
て
現
実
に
不
可
能
な
こ
と
、
つ
ま
り
相
当
な
金
額
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
強

制
し
て
も
意
味
が
な
い
。
こ
こ
で
名
目
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
な
ら
ば
ど
う
な
る
か
。
妻
か
ら
夫
へ
の

扶
養
料
の
支
払
請
求
に
つ
い
て
、
夫
に
資
産
も
収
入
も
な
い
と
い
う
理
由
で
棄
却
し
て
し
ま
う
代
わ
り
に
、
夫
に
と
っ
て
も
可
能
な

一
ド
ル
と
い
う
名
目
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
妻
の
側
に
、
自
分
の
請
求
が
完
全
に
斥
け
ら
れ
た
の
で
は

な
く
、
一
ド
ル
と
い
う
名
目
に
す
ぎ
な
い
額
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
一
応
の
満
足
感
を
与
え

る
。
妻
に
は
「
実
」
を
捨
て
て
「
名
」
を
と
ら
せ
る
結
果
と
な
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
1

5
.

p
.

2
0

6
.

(

２)

高
柳
・
末
延
「
英
米
法
辞
典
」
三
二
二
頁
、
田
中
英
夫
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
米
法
辞
典
」
一
二
六
頁
参
照
。

②

H
arrin

g
to

n
v
.

H
arrin

g
to

n

（
一
九
八
一
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
五
〇
年
に
婚
姻
し
、
一
九
七
三
年
に
別
居
し
た
。
別
居
合
意
に
よ
り
、
夫
は
妻
に
一
カ
月
二

〇
ド
ル
、
妻
と
同
居
す
る
子
の
た
め
に
八
〇
ド
ル
の
扶
養
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
合
意
は
さ
ら
に
、
夫
は
あ
る
財
産
上
の
権
利
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を
妻
に
移
転
す
る
旨
を
約
束
す
る
。
妻
は
不
動
産
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
、
一
九
七
八
年
に
四
・
二
〇
〇
ド
ル
の
手
数
料

を
得
た
。
だ
が
、
彼
女
は
健
康
を
害
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
稼
働
能
力
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
娘
は
住
居
を
離
れ
て
一

九
七
五
年
に
仕
事
に
つ
き
、
そ
の
結
果
、
一
九
七
八
年
五
月
に
精
神
病
に
か
か
っ
た
。
娘
は
妻
の
許
に
帰
り
、
社
会
保
障
を
う
け
て

い
る
。
一
九
七
九
年
十
月
の
判
決
に
よ
り
、
妻
自
身
お
よ
び
二
十
二
才
の
娘
の
扶
養
料
請
求
が
斥
け
ら
れ
た
の
で
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
請
求
の
一
部
を
認
容
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
裁
判
所
は
扶
養
料
の
問
題

を
独
自
の
考
慮
に
も
と
づ
い
て
新
し
く
判
断
す
る
こ
と
で
き
な
い
。
だ
が
、
原
審
の
判
断
が
実
質
的
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
判
定
す

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、
原
審
が
証
拠
お
よ
び
当
事
者
の
財
政
的
な
立
場
に
関
す
る
証
拠
を
誤
解
し
て
い

た
た
め
、
控
訴
は
容
認
し
、
妻
に
対
す
る
支
払
い
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

本
件
に
登
場
す
る
別
居
合
意
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
、
一
九
七
九
年
の
家
族
法
改
正
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
い
わ
ば
唯
一

の
「
家
事
契
約
」(

D
o

m
e

stic
co

n
tract
）
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る

(

２)

。
同
法
は
別
居
合
意
を
唯
一
の
家
事
契

約
と
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
則
を
変
更
し
、
第
五
〇
条
で
は
婚
姻
契
約
、
別
居
合
意
ま
た
は
同
居
合
意
を
家
事
契
約
に
含
め
た

(

３)

。

さ
ら
に
第
五
十
三
条
で
は
、「
別
居
合
意
」
と
題
し
、「
同
居
し
て
い
た
が
、
現
在
は
別
居
し
て
い
る
男
女
は
、
合
意
に
加
わ
り
、

(

ａ
）
財
産
の
所
有
権
ま
た
は
そ
の
分
割
、(

ｂ
）
扶
養
義
務
、(

ｃ
）
彼
等
の
子
の
教
育
お
よ
び
道
徳
的
訓
練
を
指
示
す
る
権
利
、

(

ｄ
）
彼
等
の
子
に
対
す
る
監
護
ま
た
は
面
接
の
権
利
、
さ
ら
に
（
ｅ
）
彼
等
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
の
他
の
事
項
を
含
む
彼
等

の
権
利
お
よ
び
義
務
に
つ
き
、
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

４)

」
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
扶
養
権
利
者
の
稼
働
能
力
の
問
題
が
正
面
に
出
て
い
る
。
離
婚
後
も
婚
姻
中
と
同
様
に
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
継
続
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
充
分
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
す
る
必
要
は
な
い
か

も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
当
面
の
場
合
、
別
居
合
意
に
も
と
づ
く
扶
養
の
対
象
は
妻
と
二
人
の
子
で
あ
る
。
妻
は
夫
よ
り
あ
る
財
産
上
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の
権
利
を
得
た
し
、
ま
た
そ
の
後
、
不
動
産
に
関
す
る
資
格
を
得
て
実
際
に
活
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
彼
女
自
身
が
健
康
を
害
し
、

歩
行
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
娘
も
精
神
病
に
か
か
っ
て
い
る
。
妻
自
身
の
稼
働
能
力
が
失
わ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
娘

の
病
状
の
こ
と
も
あ
る
。
別
居
合
意
で
は
夫
が
妻
の
た
め
に
一
カ
月
合
計
一
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
約
束
し
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
に
事
情
が
変
更
し
た
た
め
、
現
在
で
は
む
し
ろ
扶
養
料
の
増
額
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
裁

判
所
は
妻
の
扶
養
請
求
の
み
認
容
し
、
娘
の
た
め
に
は
認
め
な
か
っ
た
。
原
審
が
娘
に
関
す
る
判
断
を
誤
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

い
る
が
、
娘
は
精
神
病
の
た
め
に
社
会
保
障
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
充
分
に
保
護
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
夫
に
よ
る
扶
養
料

の
支
払
い
は
必
要
な
い
こ
と
を
理
由
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
社
会
保
障
の
内
容
が
明
ら
か
で
な

い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
い
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
2

2
.

p
.

4
0
.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
別
居
合
意
―
と
く
に
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
二
巻
一
号
一
四
頁
。

(

３)
O

n
tario

A
n

n
o

tate
d

F
am

ily
L

aw
S

e
rv

ice
;

1
9

8
4
.

p
.

6
7

2

�2.

(

４)
O

n
tario

A
n

n
o

tate
d
,

o
p
.

cit.
p
.

6
8

0
.

③

M
c

M
iiian

v
.

M
c

M
iiian

（
一
九
八
二
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
別
居
合
意
書
を
作
成
し
、
婚
姻
住
居
の
売
却
金
の
分
配
お
よ
び
妻
へ
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
定
め

た
。
扶
養
料
の
規
定
は
変
更
が
可
能
と
さ
れ
る
。
他
の
条
項
は
最
終
的
で
拘
束
力
が
あ
り
、
妻
は
合
意
書
の
規
定
に
従
う
以
外
に
い

か
な
る
請
求
も
し
な
い
と
定
め
て
い
る
。
別
居
後
、
妻
は
新
た
に
住
居
を
取
得
し
、
成
功
裡
に
事
業
を
継
続
し
た
。
夫
は
財
産
を
流

動
資
産
に
変
え
、
結
果
的
に
収
入
を
増
加
さ
せ
た
。
離
婚
手
続
に
お
い
て
、
妻
は
家
族
法
改
正
法
に
も
と
づ
い
て
扶
養
料
の
増
額
を
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請
求
し
た
。
原
審
は
別
居
合
意
書
の
効
力
を
支
持
し
な
が
ら
、
妻
の
生
活
水
準
が
夫
の
そ
れ
と
一
致
す
る
よ
う
に
扶
養
料
を
増
額
し

た
。
ま
た
、
妻
の
将
来
の
生
活
保
証
の
た
め
、
夫
に
一
七
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
一
括
払
い
を
命
じ
た
が
、
夫
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
夫
の
控
訴
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妻
を
将
来
の
偶
然
の
事
故
に
よ
る
否
定
的
な
影
響
か

ら
保
護
す
る
た
め
、
現
在
の
時
点
で
一
括
払
い
を
す
る
必
要
は
存
在
し
な
い
。
妻
は
実
質
的
な
資
産
を
有
す
る
完
全
な
職
業
婦
人
で

あ
る
。
偶
然
の
事
故
が
発
生
し
て
扶
養
料
の
増
額
が
必
要
と
す
れ
ば
、
彼
女
は
そ
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
夫
婦
各
自
は
、

自
分
が
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
自
分
自
身
を
扶
養
す
る
義
務
が
あ
る
。
裁
判
所
の
一
括
払
い
は
、
原
審
が
有
効

と
判
断
し
た
合
意
書
の
条
項
と
一
致
し
な
い
と
い
う
。

当
面
の
場
合
、
夫
婦
は
さ
き
のH

arrin
g

to
n

v
.

H
arrin

g
to

n

（
一
九
八
一
）
事
件

(

２)

に
み
た
よ
う
に
、
家
族
法
改
正
法
の
認
め
る
別

居
合
意
を
書
面
に
作
成
し
、
妻
へ
の
扶
養
料
に
つ
い
て
定
め
、
そ
の
規
定
の
変
更
は
可
能
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
度
定
め
た
扶

養
料
の
金
額
も
将
来
、
事
情
の
変
更
に
よ
っ
て
増
額
ま
た
は
減
額
で
き
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
婚
姻
中
、
夫
婦
各
自
は
そ
れ
ぞ
れ

事
業
を
成
功
裡
に
継
続
し
、
収
入
を
増
加
さ
せ
て
い
た
。
妻
は
一
九
七
五
年
に
九
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
翌
年
に
は
一
二
・
〇
〇
〇
ド
ル

を
得
て
お
り
、
夫
も
同
じ
時
期
に
五
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
六
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
別
居
合
意
の
当
時
の
夫
婦
の
生

活
水
準
と
比
較
し
、
現
在
で
は
当
然
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
離
婚
後
は
高
く
な
っ
た
生
活
水
準
に
応
じ
て
、
妻
の
扶
養
料
も
増
額
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
別
居
合
意
で
定
め
て
い
た
扶
養
料
に
つ
い
て
、
妻
が
そ
の
増
額
を
求
め
る
理
由
も
充
分
に
理

解
で
き
る
。
だ
が
、
理
解
で
き
る
の
は
こ
の
点
ま
ま
で
あ
る
。
裁
判
所
も
認
定
し
た
と
お
り
、
妻
は
実
質
的
な
資
産
を
有
す
る
完
全

な
職
業
婦
人
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
妻
は
た
し
か
に
特
殊
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
継
続
的
に
彼
女
自
身
が
収
入
を

得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
も
と
に
な
る
財
産
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
で
も
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
事
情
が
明
白
で
あ
れ
ば
、

扶
養
料
の
一
括
払
い
も
必
要
と
認
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

(

３)

。
だ
が
、
こ
こ
で
妻
は
裁
判
所
も
認
定
し
た
と
お
り
、
実
質
的
な
資
産
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を
す
で
に
所
有
し
て
い
る
。
妻
の
将
来
の
生
活
保
証
と
し
て
夫
に
一
七
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
も
の
一
括
払
い
を
命
じ
る
必
要
は
少
し
も

存
在
し
な
い
の
で
の
で
は
な
い
か
。
別
居
合
意
が
認
め
た
扶
養
料
の
変
更
と
は
全
く
無
関
係
な
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

6
.

p
.

2
2

5
.

(

２)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
2

2
.

p
.

4
0
.

(

３)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料
の
一
時
払
い
―
と
く
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
六
巻
四
号
一
七

頁
。

④

T
w

ard
v
.

T
w

ard

（
一
九
八
二
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
六
一
年
に
婚
姻
し
、
四
人
の
子
が
い
る
。
三
人
は
両
親
の
別
居
後
、
母
の
許
に
い
る
。
婚
姻

後
、
妻
は
演
劇
に
熱
中
し
、
最
後
に
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
雇
わ
れ
、
年
収
も
三
二
・
五
〇
〇
ド
ル
得
て
い
る
。
夫
は
歯
科
医
で

あ
り
、
年
収
は
一
〇
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。
離
婚
手
続
に
お
い
て
、
妻
は
扶
養
料
お
よ
び
婚
姻
住
居
の
占
有
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
妻
の
た
め
の
扶
養
料
の
一
括
払
い
お
よ
び
婚
姻
住
居
の
占
有
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
妻
の
た
め
に
定
期
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
を
認
め
る
の
を
正
当
と
す
る
事
情
は
存
在
し
な
い
。
妻
は
彼
女
自
身
で
生
活

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
妻
は
婚
姻
に
よ
っ
て
何
物
も
失
っ
て
お
ら
ず
、
彼
女
の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

婚
姻
住
居
に
つ
い
て
は
、
年
長
の
息
子
が
十
八
才
に
達
し
、
娘
も
母
の
許
を
離
れ
、
も
は
や
大
き
な
住
居
を
必
要
と
し
な
く
な
る
ま

で
、
彼
女
の
専
用
に
委
ね
る
。
夫
は
妻
に
対
し
、
一
二
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
扶
養
料
を
一
括
し
て
支
払
う
よ
う
命
じ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
も
扶
養
料
の
一
括
払
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
果
し
て
そ
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
夫
婦
は
そ
れ
ぞ
れ

職
業
を
も
っ
て
お
り
、
年
収
も
妻
が
三
二
・
五
〇
〇
ド
ル
、
夫
が
一
〇
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
、
妻
は
夫
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
が
、
独
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立
し
て
生
活
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
は
充
分
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
期
的
な
扶
養
料
の
支
払
を
認
め
る
必
要
の
な
い

こ
と
に
異
論
は
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
扶
養
料
の
一
括
払
い
を
正
当
化
す
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、

こ
こ
で
も
妻
が
何
か
特
殊
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
き
、
離
婚
後
に
彼
女
自
身
で
収
入
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
元

に
な
る
財
産
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
支
払
い
を
う
け
る
側
が
財
産
を
管
理
す
る
た

め
の
充
分
な
財
政
的
能
力
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
離
婚
扶
養
料
と
し
て
支
払
わ
れ
た
財
産
を
無
駄
に
消
費
す
る
と
は
思
え
な

い
と
す
る
理
由

(

２)

も
、
こ
こ
で
は
大
き
な
説
得
力
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
期
的
な
扶
養
料
を
必
要
と
し
な
い
妻
の
た
め
、
年

収
の
約
三
分
の
一
の
扶
養
料
を
一
括
し
て
支
払
う
こ
と
は
充
分
に
評
価
で
き
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

1
.

p
.

2
5

1
.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料
の
一
時
払
い
―
と
く
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
六
巻
四
号
一
七

頁
。

⑤

S
lo

w
v
.

S
lo

w
an

d
F

airch
ild

（
一
九
八
三
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
六
六
年
に
婚
姻
し
、
一
九
八
〇
年
に
別
居
し
た
。
双
方
と
も
仕
事
を
も
っ
て
い
る
。
妻
は
キ

ー
パ
ン
チ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
仕
事
を
止
め
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
仕
事
を
始
め
た
。
こ
の
仕
事
は
そ
の
後
に
失

敗
し
、
夫
婦
が
別
居
後
、
妻
は
破
産
し
た
。
妻
の
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夫
は
約
六
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
債
務
を
負
っ
た
。

一
九
八
二
年
の
審
理
の
と
き
、
夫
の
給
料
は
二
八
・
八
〇
五
ド
ル
、
時
間
外
手
当
八
・
二
二
六
ド
ル
、
合
計
四
六
・
七
〇
〇
ド
ル
で

あ
っ
た
。
他
方
で
彼
は
債
権
者
に
二
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
な
い
し
二
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
債
務
を
負
っ
て
い
る
。
別
居
後
、
妻
は
婦
人

服
店
に
職
を
得
た
。
離
婚
手
続
に
お
い
て
、
妻
は
彼
女
自
身
お
よ
び
二
人
の
子
の
扶
養
料
を
請
求
し
た
。
裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
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子
の
た
め
の
扶
養
料
お
よ
び
妻
の
た
め
の
名
目
的
な
扶
養
料
を
定
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
の
債
務
は
彼

等
双
方
の
悪
い
判
断
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
双
方
と
も
彼
等
の
共
同
の
債
務
の
結
果
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
。

妻
は
彼
女
が
熟
練
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
銭
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
分
野
で
雇
傭
を
見
付
け
る
た
め
の
合
理
的
な
努
力
を
し

て
い
な
い
。
他
方
、
妻
の
給
料
の
大
部
分
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
三
年
間
、
彼
等
の
債
権
者
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
妻
に
名
目
的
な
金
銭
以
外
の
も
の
を
扶
養
料
と
し
て
支
払
う
の
は
適
切
で
な
く
、
妥
当
で
も
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
も
さ
き
の
事
例
と
同
様
に
、
名
目
的
な
扶
養
料
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
背
景
と
な
る
具
体
的
な
事
情
は
全
く

ち
が
っ
て
い
る
。
妻
が
従
来
の
仕
事
を
止
め
、
独
立
し
て
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
仕
事
を
始
め
た
が
、
こ
れ
が
失
敗
し
、
夫
も
判
断
の
誤
り

か
ら
多
額
の
債
務
を
負
う
結
果
と
な
っ
た
。
具
体
的
な
金
額
と
し
て
、
二
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
な
い
し
二
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
債
務
に

対
し
、
夫
の
年
収
は
約
二
七
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。
夫
は
こ
こ
か
ら
右
の
債
務
と
同
時
に
妻
に
対
す
る
扶
養
料
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
妻
が
夫
か
ら
扶
養
料
を
う
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
前
提
条
件
と
し
て
、
雇
傭
を
得
る
た
め
に
自
ら
可
能
な
限
り
の
努

力
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
限
り
、
妻
は
自
ら
婦
人
服
店
に
職
を
得
て
自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
彼
女
の
給
料
の
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
今
後
三
年
間
、
彼
等
の
負
っ
て
い
る
債
務
の
支
払
い
に
当
て
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
彼
女
が
経
済
的
に
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
夫
の
側
も

多
額
の
債
務
を
負
っ
て
お
り
、
妻
に
対
す
る
扶
養
料
ま
で
手
が
廻
ら
な
い
。
こ
こ
で
裁
判
所
が
考
え
た
の
が
名
目
な
扶
養
料
の
支
払

い
で
あ
ろ
う
。
裁
判
所
は
妻
か
ら
の
扶
養
料
の
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
夫
に
対
し
て
は
妻
へ
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
命

じ
る
。
た
だ
し
、
扶
養
料
の
額
と
し
て
は
名
目
的
な
も
の
に
止
め
て
お
く
。
こ
れ
は
夫
婦
双
方
の
債
権
者
に
と
っ
て
も
納
得
の
い
く

処
置
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
3

5
.

p
.

7
1
.
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５

扶
養
権
利
者
の
自
立

離
婚
し
た
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
直
面
す
る
事
情
は
個
々
に
ち
が
い
を
み
せ
て
い
る
。
婚
姻
前
か
ら
婚
姻
中
を
通
じ
て
充
分
な
個
有
財

産
を
所
有
し
て
お
り
、
離
婚
に
当
っ
て
配
偶
者
に
財
産
を
分
配
し
て
も
、
今
後
の
生
活
に
何
の
支
障
も
な
い
人
も
い
る
。
仕
事
の
面

で
い
え
ば
、
婚
姻
前
か
ら
婚
姻
中
も
あ
る
職
業
を
継
続
し
て
お
り
、
離
婚
後
も
そ
れ
に
よ
っ
て
充
分
に
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
人
も
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
と
対
照
的
に
、
婚
姻
前
は
あ
る
職
業
に
つ
い
て
い
た
が
、
婚
姻
後
は
家
事
・
育
児
の
た
め
に
止
む
な
く

職
業
を
中
断
し
て
い
た
が
、
離
婚
後
は
も
と
の
職
業
に
完
全
に
復
帰
で
き
る
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
離
婚
後
の
生
活
に
つ

い
て
配
慮
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
右
の
よ
う
な
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
々
の
た
め
に
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
扶

養
料
が
そ
の
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
難
な
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
扶
養

権
利
者
の
た
め
、
そ
の
自
立
を
う
な
が
す
意
味
も
込
め
て
扶
養
料
の
支
払
い
が
行
わ
れ
る
。

①

P
o

w
o

ln
g

v
.

P
o

w
o

lo
n

g

（
一
九
八
一
）
事
件

(
１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
七
年
に
婚
姻
し
、
一
九
八
〇
年
に
別
居
し
た
。
婚
姻
に
先
立
ち
、
夫
は
妻
に
対
し
、
も
し

自
分
と
婚
姻
し
、
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
彼
女
に
望
ま
し
い
生
活
を
準
備
す
る
旨
を
伝
え
た
。
彼
等
が
婚
姻
し
た
と

き
、
妻
は
そ
れ
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
約
二
十
五
年
間
、
看
護
婦
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
今
後
に
取
得
で
き
る
は
ず
の
財
産
お
よ
び

退
職
金
を
こ
の
時
点
で
放
棄
し
た
。
現
在
の
夫
婦
財
産
は
総
額
で
三
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
り
、
さ
ら
に
銀
行
預
金
等
も
あ
る
。
妻

は
扶
養
料
お
よ
び
夫
婦
財
産
の
分
配
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
三
一
・
〇
〇
〇
ド
ル
と
評
価
さ
れ
た
財
産
を
均
等
に
分
配
し
、
さ
ら
に
夫
に
期
間
を
限
定
し
て
扶
養
料
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の
支
払
い
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
姻
期
間
が
短
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
に
夫
婦
財
産
を
平
等
に

分
配
す
る
の
は
不
衡
平
な
こ
と
で
は
な
い
。
妻
は
生
ま
れ
た
国
で
築
い
た
地
位
を
放
棄
し
、
も
は
や
同
じ
地
位
に
戻
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
彼
女
は
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
英
語
を
習
得
す
べ
く
努

力
し
て
い
る
。
彼
女
が
再
び
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
期
間
を
限
っ
て
、
判
決
の
日
か
ら
六
十
日
の
間
に
一

七
・
五
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
命
じ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
長
年
の
間
勤
め
て
い
た
看
護
婦
の
職
を
投
げ
う
っ
て
婚
姻
の
道
を
選
ん
だ
妻
の
た
め
、
離
婚
後
の
自
立
の
道
を
設
け
よ

う
と
し
て
い
る
。
二
十
数
年
に
わ
た
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
職
を
も
っ
て
い
た
妻
は
、
裁
判
所
も
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後
に
取
得
で
き

る
は
ず
の
財
産
お
よ
び
退
職
金
を
入
手
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
加
え
て
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
市
民
と
し
て
有
し
て

い
た
他
の
利
益
も
す
べ
て
失
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
自
ら
選
ん
だ
道
と
は
い
え
、
妻
に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
は
夫
に
よ
る
誘
い
の
言
葉
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
局
、
婚
姻
は
二
年
位
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
離
婚

後
の
生
活
の
維
持
を
考
え
る
と
き
、
幸
い
も
彼
女
は
看
護
婦
と
い
う
仕
事
が
身
に
つ
い
て
い
る
。
そ
の
資
格
等
は
国
に
よ
っ
て
異
な

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仕
事
の
内
容
は
万
国
共
通
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
彼
女
に
と
っ
て
最
大
の
難
問
は
英
語
が
話
せ
な
い
こ
と
の

よ
う
で
あ
る
。
夫
か
ら
の
財
産
の
分
配
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
す
る
経
済
的
な
基
盤
は
で
き
た
と
し
て
も
、
再
び
看
護
婦
の
仕
事
に

つ
く
た
め
に
は
、
英
語
を
修
得
す
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
経
済
的
な
自
立
を
可
能
に
す
る
た
め
の
最

も
効
果
的
な
方
法
と
し
て
、
六
十
日
と
い
う
期
間
を
限
り
、
そ
の
間
に
集
中
的
に
英
語
を
勉
強
さ
せ
、
そ
の
た
め
の
費
用
を
夫
に
集

中
的
に
支
払
わ
せ
る
計
画
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
妻
の
経
済
的
な
自
立
の
道
く
た
め
の
最
も
効
果
的
な
方
法
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
2

6
.

p
.

2
5

0
.
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②
D

ie
te

r
v
.

D
ie

te
r

（
一
九
八
二
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
二
十
五
年
間
の
婚
姻
生
活
の
の
ち
、
夫
が
妻
の
許
を
去
っ
た
。
妻
は
退
化
性
の
病
気
や
関
節
炎
を

か
か
え
て
お
り
、
別
居
に
よ
る
精
神
的
な
不
調
に
落
ち
入
っ
て
い
る
。
夫
は
健
康
で
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
妻
は
離
婚
・
夫
婦
財

産
の
分
配
お
よ
び
扶
養
料
の
支
払
い
を
請
求
し
た
。
原
審
は
夫
婦
財
産
で
あ
る
住
居
を
不
均
等
に
分
配
し
、
夫
が
二
十
五
年
間
、
毎

年
二
五
・
六
〇
〇
ド
ル
を
稼
い
で
い
た
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
一
カ
月
五
〇
〇
ド
ル
の
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
た
の
で
、
妻
が
控

訴
し
、
夫
も
反
訴
を
提
起
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
に
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
じ
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
と
し
て
、
夫
は
一

年
に
三
一
・
三
五
三
ド
ル
を
稼
い
で
お
り
、
年
金
プ
ラ
ン
お
よ
び
登
録
ず
み
の
貯
蓄
プ
ラ
ン
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
扶
養
料
は
増

額
さ
れ
た
。
妻
が
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
二
年
以
内
に
自
給
自
足
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
彼

女
が
自
給
自
足
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
た
と
き
に
の
み
、
扶
養
料
の
支
払
い
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
べ
き
で
な

い
と
し
、
原
審
と
比
べ
て
一
〇
〇
ド
ル
増
額
し
、
一
カ
月
六
〇
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
命
じ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
妻
の
病
気
が
原
因
で
夫
の
方
か
ら
別
居
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
妻
が
病
気
に
か
か
る
こ
と
は
彼
女
自
身
に
何
の
責

任
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
そ
、
夫
は
妻
の
病
気
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
病
状
を
い
く
ら
か
で
も
や
わ
ら
げ
る
べ
く
努
力

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
努
力
を
す
る
こ
と
な
く
妻
の
許
を
去
っ
た
夫
は
同
居
・
協
力
・
扶
助
義
務
違
反
を
問
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
。
経
済
的
に
も
夫
は
毎
年
一
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
収
入
を
得
て
お
り
、
妻
の
面
倒
を
み
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
夫

は
自
ら
招
い
た
別
居
に
よ
り
、
妻
の
精
神
的
な
不
調
を
増
大
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
夫
は
妻
自
身

が
今
後
二
年
間
に
自
給
自
足
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
も
足
り
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
、
扶
養
料
を
支
払
う
旨
を
主
張
し
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
夫
が
不
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
言
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
扶
養
料
の
額
と
し
て
原
審
が
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毎
月
五
〇
〇
ド
ル
、
一
年
で
六
・
〇
〇
〇
ド
ル
と
し
た
の
は
、
夫
の
収
入
の
約
四
分
の
一
に
当
る
。
裁
判
所
が
こ
れ
を
毎
月
六
〇
〇

ド
ル
に
増
額
し
た
の
は
、
不
誠
実
な
夫
に
対
す
る
経
済
的
な
制
裁
と
い
う
意
味
も
言
外
に
含
め
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
2

5
.

p
.

2
2

5
.

③

C
arm

ich
ae

l
v
.

C
arm

ich
ae

l

（
一
九
八
五
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
一
九
七
九
年
に
妻
は
離
婚
・
扶
養
料
の
支
払
い
お
よ
び
夫
婦
財
産
の
分
配
を
請
求
し
た
が
、
そ
の
後
に
和

解
覚
書
（m

in
u

te
o

f
se

ttle
m

e
n

t

）
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
す
べ
て
の
事
項
を
取
り
込
み
、

権
利
放
棄
条
項
を
含
ん
で
い
た
。
裁
判
所
は
そ
の
後
、
取
決
め
を
含
む
同
意
命
令
（co

n
se

n
t

o
rd

e
r

）
を
言
渡
し
た
。
こ
の
命
令
の

も
と
で
、
夫
は
妻
に
一
九
七
九
年
よ
り
同
八
四
年
ま
で
の
定
期
的
な
扶
養
料
と
し
て
総
額
九
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
義
務
を
負

わ
さ
れ
た
。
五
十
三
才
の
妻
は
大
学
に
入
学
し
、
三
年
間
に
勉
学
を
終
る
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
再
訓
練
に
よ
り
正
常
な

雇
傭
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。
夫
は
年
収
三
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
を
数
え
、
彼
の
資
産
は
一
・
五
〇
〇
・
〇
〇
〇
ド
ル

で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
い
う
同
意
命
令
と
は
、
当
事
者
の
同
意
の
み
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
命
令
で
あ
り
、
事
実
や
適
用
法
理
に

つ
い
て
司
法
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ず
、
ま
た
裁
判
所
の
予
備
的
判
断
に
も
と
づ
く
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
厳
格
な
意
味
に
お
い
て
は

命
令
で
は
な
い
が
、
事
実
に
も
と
づ
い
て
当
事
者
の
権
利
を
正
当
に
判
断
し
た
も
の
と
す
る
当
事
者
間
の
合
意
を
裁
判
所
が
認
め
た

も
の
を
さ
し
て
い
る

(

２)

。

こ
こ
で
は
妻
は
離
婚
に
直
面
し
て
い
る
。
婚
姻
前
か
ら
婚
姻
中
を
通
じ
て
妻
が
夫
と
同
等
の
立
場
で
経
済
的
に
独
立
し
て
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
情
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
離
婚
後
の
生
活
に
つ
い
て
心
配
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
当
面
の
場
合
、
妻
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は
手
に
つ
い
た
職
が
な
い
た
め
、
改
め
て
大
学
に
入
学
し
、
勉
学
の
う
え
、
い
わ
ば
雇
傭
市
場
で
有
利
な
地
地
を
築
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
彼
女
に
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
権
利
が
あ
る
反
面
に
お
い
て
、
夫
に
は
妻
の
自
立
を
可
能
に
す
る
た
め
に
経
済
的
な
協
力

を
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
義
務
の
履
行
と
し
て
扶
養
料
を
支
払
う
べ
き
こ
と
に
な
る
。
幸
に
も
夫
は
三
五
・
〇
〇
〇
ド
ル
の
年
収

を
得
て
お
り
、
多
額
の
資
産
も
所
有
し
て
い
る
。
妻
が
大
学
で
の
勉
学
を
修
了
し
、
自
立
の
た
め
に
必
要
な
雇
傭
を
得
る
ま
で
の
扶

養
料
を
支
払
う
こ
と
は
充
分
に
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
4

3
.

p
.

3
9
.

(

２)

高
柳
・
末
延
「
英
米
法
辞
典
」
九
三
頁
、
一
九
六
九
年
。

(

３)

田
中
英
夫
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
米
法
辞
典
」
三
九
頁
、
一
九
九
三
年
。

三

お
わ
り
に

筆
者
は
さ
き
に
、
離
婚
後
の
扶
養
料
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
六
八
年
に
カ
ナ
ダ
全
土
に
施
行
さ
れ
た
連
邦
の
離
婚
法
お
よ
び
こ

れ
を
う
け
つ
い
だ
一
九
八
六
年
の
新
し
い
離
婚
法
の
も
と
で
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
も
と
づ
い
て
判
断
し
た
か
を
探
っ
て

み
た
。
し
か
も
、
主
と
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
の
事
例
を
と
り
上
げ
て
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
裁
判
所
が
判
断
の
基
準
と
し

た
い
く
か
の
要
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
は
当
事
者
双
方
の
同
居
期
間
、
別
居
合
意
、
ニ
ー
ズ
、
自
給
自
足
、
仕
事
の
中

断
・
停
止
、
合
理
的
な
生
活
水
準
、
病
気
等
々
の
事
情
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

(

１)

。
い
ず
れ
の
事
情
も
離
婚
後

の
扶
養
料
の
問
題
を
考
え
る
に
つ
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
を
一
応
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
で

は
対
象
を
狭
く
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
限
定
し
、
さ
ら
に
時
間
的
に
も
同
州
で
家
族
法
改
正
法
が
効
力
を
有
し
て
い
た
時
期
、
つ
ま
り
一
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九
七
八
年
よ
り
一
九
八
六
年
の
間
に
裁
判
所
に
現
わ
れ
た
事
例
に
焦
点
を
絞
っ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
予
測
し
た
と
お
り
、
さ
き
に
コ

モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
に
み
ら
れ
た
と
同
様
の
要
因
が
姿
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
扶
養

義
務
者
の
側
の
稼
働
能
力
・
資
産
お
よ
び
再
婚
と
こ
れ
と
対
照
的
に
扶
養
権
利
者
の
側
の
稼
働
能
力
・
資
産
お
よ
び
自
立
と
い
っ
た

大
き
な
項
目
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
離
婚
後
の
扶
養
料
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
、

「
扶
養
義
務
者
お
よ
び
扶
養
権
利
者
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
合
理
的
な
生
活
水
準
お
よ
び
ニ
ー
ズ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
の
で
は
な
い

か
と
の
結
論
ら
し
き
も
の
に
到
達
し
た
。
も
と
よ
り
、
合
理
的
な
生
活
水
準
と
い
っ
て
も
、
時
代
に
よ
り
、
ま
た
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ

っ
て
ち
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
裁
判
所
が
賢
明
な
知
恵
を
働
か
す
こ
と
が
で
き
る
領
域
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

１)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
み
る
離
婚
扶
養
料
決
定
の
要
因
―
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
州
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
一
巻
一
号
一
九
頁
以
下
。
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